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ITパスポート過去問完全対策［最新100問＋徹底解説編］ 

前書き 

はじめに 

本書を手に取っていただき、誠にありがとうございます。 

本書は、国家試験「ITパスポート」に合格するための力を効率的に身につけたい学習者に向

けて、令和7年度の最新過去問100問の解説を中心に構成した問題集です。 

「最新の出題傾向にしっかり対応した問題を解きたい」 

「本番に近い問題で実践的な力を確認したい」 

「問題を通じて、周辺知識まで広げて学習したい」 

そうした声に応えるべく、本書では令和7年の過去問100問に対

して、1問ごとに丁寧な解説を加えた構成としています。 

単なる正解・不正解だけでなく、「なぜそうなるのか」「なぜ

他の選択肢は誤りか」という観点から、深い理解を促す内容を

心がけました。 

また、令和7年の最新出題傾向やシラバスの改訂点にも触れながら、これから受験する皆様

の不安を少しでも解消できるよう配慮しています。 

本書の特長 

■ 最新試験に対応した100問を収録 

令和7年度（2025年）に公開された最新の過去問100問をすべて収録・解説しています。 

■ 単体での学習完結を想定した構成 

本書は「初めてITパスポート対策に取り組む方」から「総仕上げとして実力を確認したい方」

まで、これ一冊で学習が完結できるよう工夫された内容です。前提知識がなくても理解でき

るよう、用語解説や関連知識の補足も充実させています。 

■ 出題傾向・関連知識まで丁寧に解説 

「なぜ正解なのか」「どこで間違えやすいか」など、受験者の視点に立ったわかりやすい解

説を心がけています。 

過去問に触れながら、出題の背景や実務上の知識も学べるような内容構成となっています。 

■ 別冊との連携で、さらに理解が深まる 

令和7年度の最新問題に特化した本書に加えて、関連用語や過去年度の問題を扱った別冊『I

Tパスポート厳選問題＆頻出キーワード解説［実践強化編］』も刊行されています。 
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併せて活用することで、用語の背景理解と知識の整理が一層スムーズになり、学習効果がさ

らに高まります。 

本書は、忙しい社会人や学生の方が短期間で効率的に実力を高めるための実践的な教材とし

て制作しました。最新シラバス（Ver.6.4）に対応し、頻出テーマや直近トレンドもカバー

しています。試験本番に向けて、自信を持って臨めるよう、本書が皆様の一助となれば幸い

です。 

※本書は、電子書籍版『ITパスポート過去問＋関連事項 (3/3) 厳選問題を徹底解説: スマ

ホで試験対策 令和7年100問+令和6年55問 ITパスポート試験対策本 Kindle版』の内容をペ

ーパーバックで読みやすくするために、2冊に分冊加筆したうちの【第1分冊（前半）】です。

もう一冊の【第2分冊（ITパスポート厳選問題＆頻出キーワード解説［実践強化編］）】と

合わせてご利用いただくことで、電子書籍版の全155問をカバーできます。 

Kindle版 -> https://www.amazon.co.jp/dp/B0FBJ8F5ZN 

ITパスポート試験とは 

1. 試験の目的・位置づけ 

ITパスポート試験は、情報処理推進機構（IPA）が実施する国家試験であり、情報処理技術

者試験のなかでも最も基礎的なレベルに位置づけられています。名前に「IT」とあると、エ

ンジニア向けの技術試験をイメージしがちですが、実際にはITを活用するすべての社会人・

学生に求められる「ITリテラシー」を総合的に問う試験です。  そのため、企業の総務・経

理・営業・人事といった非IT部門の社員はもちろん、大学・専門学校・高校などの教育機関

でも広く受験が推奨されています。最近では、主婦やシニア層による再就職・キャリアアッ

プの第一歩としても注目されるようになりました。 

試験範囲は非常に広く、パソコンやネットワーク、セキュリティなどのIT知識に加え、企業

活動・経営戦略・法務・会計・プロジェクト管理など、ビジネス全般の知識も出題対象とな

ります。このことからも、「ITパスポート＝実社会でITを使いこなすための総合力を問う試

験」と位置づけられていることが分かります。 

2. 合格することで得られるメリット 

(1) 就職・転職活動でのアピール材料に 

現在、多くの企業がDX（デジタルトランスフォーメーション）

を推進し、ITリテラシーの高い人材を求めています。ITパスポ

ートの合格者は「IT基礎知識を持つ人材」として評価されるた

め、特に新卒採用や転職活動においては履歴書に記載できる資

格として有利に働くことが多いです。 



6 
 

(2) ビジネススキルとしてのIT活用能力が身につく 

ITパスポートでは、単に技術的な用語を暗記するだけでなく、それらをビジネス現場でどう

活用するかまでを問われます。たとえば、情報漏えいを防ぐセキュリティ対策、プロジェク

トの進捗管理、企業の会計処理といった「実際の職場で活かせる知識」が多数出題されるの

が特徴です。 

(3) 上位資格へのステップアップに 

ITパスポート試験は、基本情報技術者試験や応用情報技術者試験といった、より上位の国家

資格の登竜門でもあります。合格により得られる基礎力は、IT業界を目指す方や、業務改

善・情報戦略の提案に関わる立場の方にとって、大きな武器となります。 

実施概要・受験方法 

■ CBT方式による随時試験 

ITパスポート試験は、全国のテストセンターで

年間を通じて実施されているCBT方式（Compute

r Based Testing）によって行われます。これ

は紙によるマークシート方式ではなく、パソコ

ン画面上で設問を読み、画面操作で選択肢を選

んで解答していく方式です。 

試験は通年実施型で、平日・土日問わず頻繁に

開催されており、希望する日時に合わせて柔軟

に受験可能です。受験申込は、IPAの公式サイ

ト上で手続きを行い、表示される日程・会場候

補の中から希望のものを選択します。 

※CBT方式のため、同じ日に複数回の試験枠が

用意されていることもあり、申込時点での空席

状況によって予約可能な枠が決定します。 

受験申込の流れ 

1. 受験会場と日程の選択 IPAのITパスポート試験公式サイト（[https://www3.jitec.ipa.

go.jp/JitesCbt/]）から、「受験申込」ページへ進み、空いている日程・地域を検索

して選択します。最寄りのテストセンターや、自身のスケジュールに合わせた希望日

時を選ぶことが可能です。 
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2. 受験料の支払い 受験料は、7,500円（税込）です。申込時には、クレジットカード・

コンビニ払いなどの方法が選択可能で、画面の案内に従って支払い手続きを完了させ

ます。 ※料金は変更される可能性があります。常に最新の金額を確認してください。 

3. 予約完了メール・受験票の確認 申込みが完了すると、登録メールアドレス宛に確認メ

ールが届きます。試験会場、日時、予約番号などが記載されているため、忘れずに保

存しておきましょう。受験当日に提示が必要な場合があるため、スマホに保存するか、

印刷しておくと安心です。 

※IPA受験申し込み手順 

IPAのITパスポート試験公式サイト（[https://www3.jitec.ipa.go.jp/JitesCbt/html/ex

amination/apply.html]）を確認してください。 

試験当日の流れ 

1. 受付と本人確認 試験開始の15～30分前には到着するようにし、受付で本人確認書類

（運転免許証、マイナンバーカード、パスポートなど）を提示します。 

2. 試験会場への案内と注意事項の説明 スタッフの案内に従い、指定されたパソコンに着

席します。試験の操作方法に関する簡単な説明があり、その後すぐに試験が開始され

ます。 

3. 試験の実施 試験時間は60分、出題数は100問（単一選択式）です。問題はランダムに

出題され、受験者ごとに異なります。画面上で解答を選択し、見直しやスキップも可

能です。 

4. 試験終了とスコアレポートの受取 試験が終了すると、その場でスコアレポート（得点

表）が表示・印刷されます。これにより、すぐに合否の目安を知ることができます。

なお、正式な合格証書は、後日IPAから郵送で送付されます。 

合格基準とスコアの見方 

 合格基準：600点以上（1,000点満点） ITパスポート試験では、各問題に対して得点が

自動的に換算され、総得点が600点以上であれば合格です。 

 分野別スコアの表示あり 試験は「ストラテジ系（企業活動・法務等）」「マネジメン

ト系（プロジェクト管理等）」「テクノロジ系（セキュリティ・ネットワーク等）」

の3分野に分かれており、それぞれの分野ごとの得点もスコアレポートに記載されます。

自身の強み・弱みの分析に役立ちます。 

試験範囲・出題分野の概要 

ITパスポート試験は、次の3つの分野からバランスよく出題されます。 
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 ストラテジ系（約35%） 企業戦略や会計、法務など、IT以外のビジネス知識が問わ

れます。情報倫理、著作権、コンプライアンスといった現代の社会人に必須の知識

も含まれます。 

 マネジメント系（約25%） プロジェクトマネジメントやサービスマネジメント、シ

ステム監査に関する問題が出題されます。ITシステムを導入・運用する際の管理的

な知識が重視されます。 

 テクノロジ系（約40%） ハードウェア、ソフトウェア、ネットワーク、セキュリテ

ィ、データベースなど、IT技術の基礎的な知識が問われます。現実のシステム利用

と結びつけながら学習することで理解が進みます。 

この3分野は、実務においても密接に関係しています。たとえば、テクノロジ系の「情報セ

キュリティ」は、ストラテジ系の「情報倫理」やマネジメント系の「監査」と連動して出題

されるケースもあり、分野横断的な理解が重要です。 

分野別学習の進め方 

ストラテジ系 まずは、経営戦略やマーケティン

グ、財務会計といった基礎から取り組むのがおす

すめです。実生活やニュースで見聞きする内容が

多いため、比較的理解しやすい分野です。 

マネジメント系 プロジェクトの流れ（立案→実

行→監視→完了）を押さえたうえで、サービス運

用やシステム監査に進むとスムーズです。図表や

用語を暗記するだけでなく、プロジェクトの失敗

事例などを想像しながら学習すると効果的です。 

テクノロジ系 「聞いたことはあるけれど内容は

よくわからない」という人が多い分野ですが、基

礎的な内容が中心なので、初学者でも対策可能です。特にセキュリティ・ネットワーク・デ

ータベースの3分野は、得点源になる頻出項目なので繰り返し演習しましょう。 

本書の構成と活用方法 

本書は、令和7年度（2025年度）公開の全100問を網羅しています。関連分野についての充実

した解説により、最新傾向をカバーしつつ、既存の出題パターンにも徹底的に対応可能です。 

特徴 

 重複なしの収録内容 別巻で扱った55問と重複せず、新たな問題を取り上げているた

め、2冊を通読することで最新の問題155問と関連事項を学習できます。 
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 各問に対する詳細な解説 正答に至る過程、誤答選択肢の検討、周辺知識の補足など

を含めて、1問1問丁寧に解説しています。 

 出題分野とキーワードの見出し付き 目次に「ストラテジ系／マネジメント系／テク

ノロジ系」の分類を明記し、重要キーワードが分かるようにしています。復習や苦

手分野の発見に役立ちます。 

試験範囲・出題分野の概要 

ITパスポート試験では、出題範囲が大きく3分野（ストラテジ系・マネジメント系・テクノ

ロジ系）に分類されています。これらはIPAが公式に定める「シラバス」に基づいて出題さ

れており、2025年6月現在、Ver.6.4が最新のシラバスとして適用されています。 

各分野の概要は以下のとおりです。 

（1）ストラテジ系：経営や法務に関する知識 

企業活動、会計、マーケティング、法務、知的財産権など、ITの枠を超えてビジネス全

体に関する知識が問われます。特に最近では、DX（デジタルトランスフォーメーション）

やSDGs、ESG、生成AI、サステナブルな取り組み、DevOps、ゼロトラスト、人的資本経

営といった社会的キーワードも試験に盛り込まれつつあります。 

代表的な出題例： 

 経営戦略（SWOT分析、バリューチェーン） 

 会計・財務（B/S、P/L、キャッシュフロー） 

 法務（著作権法、個人情報保護法、不正競争防止法） 

（2）マネジメント系：プロジェクト管理やサービス運用 

ITの導入・開発・運用に関するマネジメントスキルが問われます。特にプロジェクト管

理の分野は、非エンジニアの立場でも知っておくべき内容が多く、現場感覚に即した実

務的な出題も増えています。 

代表的な出題例： 

 プロジェクトマネジメント（WBS、ガントチャート、リスク管理） 

 サービスマネジメント（ITIL、SLA） 

 システム監査（監査の目的・手法） 

（3）テクノロジ系：IT技術の基礎 
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ネットワーク、セキュリティ、データベース、ソフトウェア開発といったIT技術の基礎

的な内容を扱います。ここが最も“技術的”な分野ですが、ITパスポートではあくまで

基礎知識が問われるため、未経験者でも学習可能です。 

代表的な出題例： 

 ネットワーク（TCP/IP、DNS、クラウドサービス） 

 セキュリティ（マルウェア、暗号化、ファイアウォール） 

 ソフトウェア開発（開発手法、テスト工程、アジャイル開発） 

 「DevOpsや継続的インテグレーション（CI） 

これらの分野は出題比率としておおよそ ストラテジ35%、マネジメント25%、テクノロジ40%

を目安に構成されており、どの分野にも偏りなく対策する必要があります。 

学習の進め方・本書の活用法 

（1）学習スケジュールの立て方 

ITパスポート試験は「広く浅く」が特徴の試験であり、各分野を効率的に網羅するため

には、計画的な学習スケジュールが重要です。以下に、学習者のタイプに応じた2種類の

モデルプランを紹介します。 

【短期集中型】 1か月で合格を目指すプラン（毎日1～2時間＋週末に3時間

程度） 

第1週目： 

・試験概要と出題範囲を確認（公式シラバスや本書の「分野別解説」を活用） 

・全体像を掴んだうえで、ストラテジ系の基礎知識と過去問に取り組む 

第2週目： 

・マネジメント系とテクノロジ系の重要用語を集中学習 

・本書の過去問を繰り返し演習し、出題形式に慣れる 

第3週目： 

・間違えた問題を中心に復習 

・本試験を想定し、時間を計って問題を解く練習を始める 

第4週目： 

・総仕上げとして、分野別に知識を整理 

・本書を通しで再演習、誤答や苦手テーマを重点強化 

このプランが向いている人： 
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 直近で試験日を設定している 

 集中的に時間を確保できる 

 他資格学習経験があり、効率的に学べる 

【じっくり型】 3か月で合格を目指すプラン（毎日30分～1時間） 

第1か月目： 

・ストラテジ系（企業活動・法務など）を重点的に学習 

・週末には本書の関連過去問を解いて理解を深める 

第2か月目： 

・マネジメント系とテクノロジ系に学習を拡大 

・日常の隙間時間にキーワード確認、図解ページも活用 

第3か月目： 

・苦手分野を重点的に復習 

・本試験形式に近い通し演習を複数回実施 

このプランが向いている人： 

 IT初心者、基礎から着実に学びたい方 

 忙しくて毎日は学習できない方 

 知識定着を重視したい方 

両プランに共通する重要なポイント

は、「インプットとアウトプットの

バランス」です。ただ読むだけでな

く、自分で問題を解いて間違えるこ

とで記憶は定着します。本書では、

この繰り返し学習がしやすいよう、

問題→解説→まとめ→応用知識とい

う構成を取り入れています。 

（2）過去問学習の重要性 

ITパスポート試験では、公式シラバスに沿って毎年内容の見直しが行われるものの、出

題形式や基本構造は比較的安定しており、過去問演習が非常に効果的です。本書では令

和7年度の最新問題100問と、第2巻では別途厳選した55問を解説しています。過去問を解

くことで、以下のメリットが得られます。 

 出題傾向を把握できる 

 頻出テーマが明確になる 

 時間配分の練習になる 
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（3）本書の効果的な活用法 

本書は、単なる一問一答形式ではなく、選択肢ごとの誤答理由や、関連知識の補足解説

も盛り込んだ構成になっています。以下の手順で活用することをおすすめします。 

1. 問題を解いてみる（時間制限を設けると尚良） 

2. 回答後、すぐに解説を読み込む 

3. 関連キーワードやテーマをノート化 

4. 間違えた問題を数日後に再確認 

5. 試験直前には苦手分野の問題をピックアップして再演習 

巻末や索引、テーマ別分類なども活用し、自分の弱点を明確に把握して補強する学習法

が、短期合格のカギとなります。 

参考リンク・関連情報（IPA・試験運営サイトなど） 

ITパスポート試験は、定期的にシラバスや出題方針の改訂が行われており、最新版の情報を

常に確認することが重要です。以下に、信頼性の高い情報源を示します。 

IPA（情報処理推進機構） 

 ITパスポート試験 公式ページ [https://www3.jitec.i

pa.go.jp/JitesCbt/index.html] → 試験の概要・申込

方法・出題範囲・合格発表・スコアレポート確認 など 

 最新シラバス・ダウンロードページ [https://www.ipa.

go.jp/shiken/syllabus/nl10bi0000007sxy-att/syllab

us_ip_ver6_4.pdf] → 出題範囲の詳細を示す「シラバ

ス（現行はVer.6.4）」のPDFが取得可能 

  



13 
 

問1「ストラテジ系」 

A社がB社に作業の一部を請負契約で委託している。作業形態a～cのうち、いわゆる偽装請

負とみなされる状態だけを全て挙げたものはどれか。 

a. B社の従業員が、A社内において、A社の責任者の指揮命令の下で、請負契約で取り決め

た作業を行っている。 

b. B社の従業員が、A社内において、B社の責任者の指揮命令の下で、請負契約で取り決め

た作業を行っている。 

c. B社の従業員が、B社内において、A社の責任者の指揮命令の下で、請負契約で取り決め

た作業を行っている。 

ア．a 

イ．a, b 

ウ．a, c 

エ．b, c 

各選択肢の正誤と理由 

a．A社内でA社の指揮命令のもとB社従業員が作業 

説明 

 本来、請負契約においては、請負元（B社）の従業員は請負先（A社）から直接の指

揮命令を受けないのが原則です。 

 A社の責任者がB社の従業員を直接指揮している状態は、「労働者派遣に該当する可

能性があり」、請負契約として適正とはいえず、偽装請負とみなされる典型例です。 

結論（不適切：偽装請負に該当） 

偽装請負と判断される状態であり、該当します。 

b．A社内でB社の責任者の指揮命令のもとB社従業員が作業 

説明 

 指揮命令がB社の責任者から出ており、作業場所がA社内であっても、本来の請負契

約の形態として適正な範囲です。 

 このように、請負先の敷地内で作業を行う場合でも、請負元が指揮をとることが重

要であり、偽装請負には該当しません。 
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結論（適切：偽装請負に該当しない） 

契約上の範囲内に収まっており、該当しません。 

c．B社内でA社の責任者の指揮命令のもとB社従業員が作業 

説明 

 作業場所がB社内であっても、指揮命令がA社から出ているため、請負契約ではなく

労働者派遣に該当する恐れがあります。 

 この状態も偽装請負に該当する可能性が高く、A社が実質的にB社の人材を自社社員

のように使っていると見なされるおそれがあります。 

結論（不適切：偽装請負に該当） 

指揮命令がA社にあるため、該当します。 

正解の選択肢 

ウ．a, c 

解説 

偽装請負とは、表向きは請負契約の形をと

りながら、実質的には派遣契約と同様に、

発注者側（A社）が受注者の従業員に直接指

示を出す違法な状態を指します。 

 a のように、発注者の社内かつ発注

者の指揮で行う作業は、典型的な偽

装請負。 

 c のように、作業場所が受注者の中

でも指揮命令が発注者から出る場合

も、やはり偽装請負の構成要件を満たします。 

 b は唯一、請負契約として適正な作業体制です。 

まとめ 

選択肢 指揮命令者 作業場所 偽装請負に該当するか 

a A社 A社 該当する 〇 

b B社 A社 該当しない × 

c A社 B社 該当する 〇 
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応用知識 

偽装請負、なぜ問題なのですか？ 

労働者保護の観点が非常に重要です。請負契約では、業務遂行の責任は原則として自社

（請負元）が負う一方、労働者派遣契約では、派遣先が派遣労働者に対して指揮命令を

行います。偽装請負は、形式上は請負契約の体裁を取りながらも、実態としては労働者

派遣契約に近い状態であり、労働者の方が指揮命令や労働時間管理の面で不安定な立場

に置かれる可能性があるため、問題視されています。 

試験対策では、どのような点がポイントになりますか？ 

労働者派遣法との違いを明確に理解することが重要です。特

に、「指揮命令権がどちらにあるのか」「業務遂行に関する

責任はどちらが負うのか」「契約の形式と業務の実態に乖離

がないか」といった点に着目しましょう。また、適正な請負

契約を結ぶための要件（具体的な業務範囲や成果物の定義が

明確であるか、自社（請負元）の専門性を活かした業務遂行

が求められているかなど）も理解しておくと良いでしょう。

過去問を通して、様々な事例を研究することも効果的な対策

となります。 

IT業界では、特にどのような点に注意が必要ですか？ 

システム開発や運用保守の現場では、業務の性質上、偽装請負が発生しやすい場合があ

ります。多重請負構造も問題を複雑化させる一因となることがあります。自社だけでな

く、取引先の契約形態にも注意を払い、適切な契約を結んでいるかを確認する意識が重

要です。 

もし偽装請負と判断された場合、どのようなリスクがありますか？ 

企業に対して、労働局から改善指導や業務停止命令が出される可能性があります。悪質

な場合には、罰則が科されることもあります。また、企業の信頼失墜にも繋がりかねな

いため、コンプライアンス遵守の意識を高く持つことが不可欠です。 

参照リンク 

 偽装請負 - Wikipedia 

-> https://ja.wikipedia.org/wiki/偽装請負 

 労働者派遣・請負を適正に行うためのガイド - 厚生労働省 

-> https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000077386_00020.html 
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問2「マネジメント系」 

従来の情報セキュリティマネジメントシステム規格を基礎に追加で制定されたもので、ク

ラウドサービスに対応した情報セキュリティ管理体制を構築するためのガイドライン規格

として、最も適切なものはどれか。 

ア．ISO 14001 

イ．JIS Q 15001 

ウ．ISO/IEC 27017 

エ．ISO 9001 

各選択肢の正誤と理由 

ア．ISO 14001 

説明 

 ISO 14001 は環境マネジメントシステムに関する国際規格であり、企業が環境保護

や持続可能性に配慮した経営を行うための枠組みを提供します。 

 情報セキュリティとは関係ありません。 

結論（不適切） 

環境管理の規格であり、クラウドや情報セキュリティには関係がないため不適切です。 

イ．JIS Q 15001 

説明 

 JIS Q 15001 は個人情報保護マネジメントシステム（PMS）に関する日本産業規格で

す。 

 プライバシーマーク制度の根拠となる規格であり、個人情報の取扱いに特化した内

容です。 

結論（不適切） 

クラウドサービスを含む情報セキュリティ全般のガイドラインではないため不適切です。 

ウ．ISO/IEC 27017 

説明 

 ISO/IEC 27017 は、クラウドサービス向けの情報セキュリティ管理に関するガイド

ラインです。 
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 ISO/IEC 27001（ISMS）を基に、クラウドサービスの提供者および利用者のための具

体的な管理策を補足した規格です。 

 クラウド特有のセキュリティリスク（例：仮想化、契約責任の分担、データ移動な

ど）に対応しています。 

結論（正解） 

クラウドに特化したセキュリティガイドラインであり、本問に最も適した選択肢です。 

エ．ISO 9001 

説明 

 ISO 9001 は品質マネジメントシステム（QMS）に関する国際規格で、企業が製品や

サービスの品質を継続的に改善するための仕組みです。 

 情報セキュリティやクラウドとは関係ありません。 

結論（不適切） 

品質管理の規格であり、情報セキュリティの文脈では不適切です。 

正解の選択肢 

ウ．ISO/IEC 27017 

解説 

ISO/IEC 27017 は、クラウドサービスにおける情報セキ

ュリティの管理策をまとめた国際規格であり、 

 クラウド事業者がサービスを安全に運用するため 

 ユーザーが安全にクラウドを利用するため の両

者に向けたガイドラインが含まれています。 

まとめ 

規格名 主な対象 適否 

ISO 14001 環境マネジメント × 不適切 

JIS Q 15001 個人情報保護 × 不適切 

ISO/IEC 27017 クラウド向け情報セキュリティ管理 〇 適切 

ISO 9001 品質マネジメント × 不適切 
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応用知識 

ISO/IEC 27017は、ISO/IEC 27001（ISMSの主要規格）を基盤としつつ、クラウドサービス特

有のセキュリティリスクに対応するための追加の管理策を提供します。試験対策としては、

27001との関連性を理解し、クラウドサービスにおける責任分界点（どこまでがクラウドプ

ロバイダーの責任で、どこからが利用者の責任か）の概念を把握することが重要です。 

具体的には、仮想化環境のセキュリティ、ネットワーク構成、データの保管場所、アクセス

制御、インシデント管理など、クラウドならではの側面が問われる可能性があります。また、

SaaS、PaaS、IaaSといったクラウドサービスの提供モデルによ

って、セキュリティ対策の責任範囲が異なる点も押さえておき

ましょう。 

さらに、試験では、ISO/IEC 27017が他の関連規格（例えば、プ

ライバシー保護に関するISO/IEC 27018など）とどのように連携

するのか、クラウドサービスを選ぶ際のセキュリティ評価基準

としてどのように活用できるのかといった、より実践的な知識

も問われる可能性があります。過去問や関連情報を参照し、多

角的な視点から理解を深めることが効果的です。 

参照リンク 

 ISO/IEC 27017 - Wikipedia 

-> https://ja.wikipedia.org/wiki/ISO/IEC_27017 

 情報セキュリティマネジメントシステム（ISMS） - Wikipedia 

-> https://ja.wikipedia.org/wiki/情報セキュリティマネジメントシステム 
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問3「ストラテジ系」 

政府は、官民データ活用推進基本法に定められた “官民データ活用推進基本計画” を策

定し、官民データの公開や活用の促進に取り組んでいる。次の組織体のうち、官民データ

を所有しているものだけを全て挙げたものはどれか。 

a．県庁 

b．大学 

c．電力事業者 

d．独立行政法人 

ア．a, b, c 

イ．a, b, c, d 

ウ．a, b, d 

エ．a, c, d 

各選択肢の正誤と理由 

a．県庁 

説明 

 県庁は自治体であり、人口統計、地域医療、インフラ整備、教育関連などの公的な

行政データを多数保有しています。 

 これらのデータは「官民データ活用推進」の対象として明確に位置付けられます。 

結論（該当） 

官のデータ所有者として、該当します。 

b．大学 

説明 

 国公私立問わず、大学は研究・教育機関として、学術研究データ、地域連携データ、

入学・就職関連の統計データなど、さまざまな形式のデータを保有しています。 

 特に国立大学法人などは、官民連携の対象となることも多いです。 

結論（該当） 

データ所有者として該当します。 
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c．電力事業者 

説明 

 電力事業者は、地域の電力消費量、電力需給バランス、設備管理、災害時対応デー

タなど、多くのインフラ関連情報を保有しています。 

 これらは民間企業が保有するものであり、「民」側の官民データとして重要です。 

結論（該当） 

民間データの所有者として、該当します。 

d．独立行政法人 

説明 

 独立行政法人（例：国立研究開発法人、防災科学技術研究所など）は、政府の政策

実施機関として、膨大な調査・研究・事業関連データを保有しています。 

 公的機関の一部であるため、官側のデータ所有者として重要です。 

結論（該当） 

官の一部として、当然該当します。 

正解の選択肢 

イ．a, b, c, d 

解説 

官民データ活用推進基本法に基づく「官民データ」

とは、官（国・自治体・独法など）と民（企業・

大学など）が保有する社会価値のあるデータのこ

とです。 そのため、以下のようにすべての選択

肢がデータ保有主体に該当します。 

組織 官／民 データ保有例 

県庁 官 住民基本台帳、行政施策、公共施設情報など 

大学 民（または準官） 研究データ、統計情報、地域連携データなど 

電力事業者 民 消費電力量、設備稼働、災害対応、スマートメー

ター情報など 

独立行政法人 官 調査・研究データ、政策実施に関わる統計など 
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まとめ 

 官民データとは、官（行政機関・自治体・独法）と民（企業・大学等）が保有する

社会的価値のある情報です。 

 問題文にあるすべての選択肢（a～d）は、いずれもデータ所有主体に該当します。 

応用知識 

官民データ活用推進は、単にデータを公開するだけでなく、それらを連携・分析し、新たな

サービスや政策立案に活かすことを目指しています。試験対策としては、オープンデータと

の関連性や、実際にどのような分野で活用が進んでいるのかを知っておくと良いでしょう。

例えば、防災・減災、交通最適化、観光振興、医療・介護の効率化など、多岐にわたる分野

での活用事例が報告されています。 

また、データの形式（構造化データ、非構造化データ）、公開レベル（オープン、限定公

開）、APIの活用なども重要なキーワードです。個人情報保護や

セキュリティ対策とのバランスを取りながら、データの利活用

を進める上での課題や注意点も理解しておきましょう。 

さらに、地方自治体や独立行政法人においては、独自のデータ

公開・活用に関する取り組みも進んでいます。各機関のウェブ

サイトなどで公開されている情報を確認することも、理解を深

める上で有効です。試験では、具体的な事例を基にした問題や、

データ活用における課題を問う問題も想定されるため、幅広い

知識を身につけておくことが重要です。 

参照リンク 

 独立行政法人 - Wikipedia 

-> https://ja.wikipedia.org/wiki/独立行政法人 

 オープンデータ - Wikipedia 

-> https://ja.wikipedia.org/wiki/オープンデータ 

  


